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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1 iStorage NS 導入準備 

1.1.1 LAN 運用環境 

LAN の運用について K 下の情報をネットワーク管理者とご相談の上決定してください。 


-ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続するか、既存のドメインに参加するか) 
- IP アドレスの 設定ホ式 （DHCP サーバーを使用するかどうか） 

• コンピュータぶ 
. ワークグループぶ 
• 管理者の パスワード 

- IP アドレスとマスク値 （IP アドレスを直接指定する場合） 

-デフォルトゲートウェイ （IP アドレスを直接指をする場合） 

- DNS サーバーの IP アドレス （ DNS サーバーを 直接指定す る 場合） 

1-1.2 初期設定ッ^ルを使用する 


iStorage NS シリーズでは、 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM に格納されている初期設定ツールを使用して 
コンピュータぶ、 IP アドレスを設定します。管理 PC (Windows 2000 /Windows 2003 /Windows 2003 R2/ 
Windows 2008 / Windows 2008 R2 / Windows XP/ Windows Vista/ Windows 7) に、装置添付の 
「EXPRESSBUILDER」CD-ROM をセットして初期設定ツールを起動し、前述の 【1.1.1 LAN 運用環境】 

に記載した情報を基に初期設定を行ってください。 


A 


注意】 - IP アドレスとサブネットマスクは、初期設定およびリモートデスクトップ接続を 
行う管理 PC (Windows マシン） と同じネットワークアドレスになるよう設定し 
てください。 


同ーネットワーク上で複数の iStorage NS を初期設定する場合は、1台ずつ起 
動して初期設定を行い、初期設定完了後に次の1台を起動してください。 


初期設定で使用できる LAN ポートは1ポートのみです。スタートアップガイドを 
参照してケーブルを接続してください。 



出荷時には初期設定ツールで使用するポートは開いた状態になっています。 
初期設定後に、後述する手順に従ってポートを閉じてください。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1 .iStorage NS の電源を ON にし、管理 PC の光ディスクドライブに、 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM 

をセットします。オートラン機能によりメニューが自動的に表示されます。 


尸 




【補足】表示されない場合は、一度光ディスクドライブから 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM 
をイジェクトし、再度セツトしてください。 


2. [ソフトウェアをセットアップする]をクリックして、表示されたメニューから[初期設定 ツール] を 
クリックします。 



3. 初回のみ、[ご確認]画面が表示されます。装置添付の使用許諾契約書をご一読の上、 [0K ] ボタンを 
クリックします。 



3 
































iStorage NS の運用設定を行う 


4. 初期設定が必要なサーバーを検出するために、[開始]ボタンをクリックします。 



対象となるサ^ーノく^一が、初期設定ツ^ール画面内の[サ^ーノく^一のコンピュ^ータぶ]欄に"未設定"と表不され 
ます。"未設定"のサーバーが検出されましたら、[停止]ボタンをクリックして自動発見を停止後、[終了]ボ 
タンをクリックして自動発見を終了させます。なお、ネオ象となるサーバーの 0S が起動するまでには、構 
成によって、20〜30分かかる場合があります。30か経っても検出できない場合は、再度[開始]ボタンを 
クリックしてください。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


5. "未設定"のサーバーのリモートデスクトップ起動の表示が「確認中」から「可」に変わった場合は、 
リモートデスクトップによる接続が可能なため、"未設定"のサーバーを選択し、[リモートデスクト 
ップの起動]をクリックして [1.1.3 iStorage NS にログオンす る 】 に進んでください。「不可」に変わ 
つた場合は、"未設定"のサーバーを選択し、[設定変更]ボタンをクリックします。 



6. コンピュータぶ、 IP アドレス、サブネットマスクを入力して[適用]ボタンをクリックします。 


設定変是 


MAC7 ドレス： Sc-f0-49-4e-3b-94 


] ンピュ-うを哈)： 
IP7 ドレスの： 
サ巧 -7 卜?別 ( U ): 


[ 1^1 

I"169 254165 25 

2日日2日日 0 0 


P サ-が-訪走が況- 

^ 設定変是 

► サ-が-再起旣 
涵過時間 日砂 

► i 捕テ-'-うた川 
► リモ-トテ-'スクトの准情た川 


適邸が」 I 閱じる峰 
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iStorage NS の運用設定を行う 


7. 設定変更を確認するウィンドウが表示されたら、 [0K] ボタンをクリックします。サーバー設定の変 
更が始まり、サーバー設定状況の内容が順次更新されます。 

8. 完了メッセージが表示されたら、 [0K] ボタンをクリックします。 


巧期訪ちツ-ル 


訪ち変是完了： 6 c - f 0-49-4 e -3 b -94 

! . m .j 


•K 上で、本装置の初期設定が完了し、リモートデスクトップ接続で管理できる状態になりました。 


1-1.3 iStorage NS にログホンする 

1. 管理 PC でリモートデスクトップを起動します。 

2. 接続先に本装置のコンピュータ《をまたは IP アドレスを入力します。 

3. ユーザー《に 「administrator」 を入力し、次にパスワードを入力して [0K] ボタンをクリックします。 

【補足】パスワードはあらかじめ設定されています。装置添付のスタートアップガイドを参照 
してください。 

V — J 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.4 管理者のパスワ--ドを変更する 

administrator のパスワードは出荷時にあらかじめ設定されていますが、本装置のセキュリテイを保つため 
に必ず変更してください。 


2 . 

3. 


スタートボタンをクリックし、 [Windows セキュリティ] をクリックします。 
[パスワードの 変更]をクリックします。 

[古い パスワード]、 [新しい パスワード]、[パスワードの 確認入力]にそれぞれ入力して 
リックします。 


回 


をク 


4. [パスワードが 変更されました]と表示されますので、 [0K] ボタンをクリックします。 


【注意】.パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポ 
リシーに合わせて適宜変更してください。 

- パスワードの义字数は6文字ジ^上である必要があります。また、パスワードには、 

英大文字、英小文字、数字、アルファべットな外の文字の4つの種類のうち3つ 
の種類が使用されていなければなりません。 

V_ J 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.5 初期設定ツ^ル用のポ^卜を閉じる 

出荷時には初期設定ツールで使用するポートが開かれた状態になっています。初期設定後には下の手順 
でポートを閉じてください。 

1. [初期構成タスク]画面の[初期設定ツール使用ポートの閉鎖]をクリックします。 


r 


A 


【補足】[初期構成 タスク] 画面を閉じた場合、または [ログオン 時にこのウインドウを表示し 
ない] のチェックを無効にした場合は、 が 下のホ法で[初期構成 タスク] 画面を再表 
示することができます。 

• [スタート]^ [検索の開始]欄に oobe と入力して Enter キーを押下する 

V ___ J 


2. が下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 



3. が下のメッセージが表示されたら、 [0K] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.6 日付と時刻を設定する 

日時が自動更新の環境でない場合は設定してください。 

1. [初期構成タスク]画面の[タイムゾーンの設定]をクリックします。 



@コンピュー5 情ち民の提供 _ 瓜ピュー州! 


^ なイム y ->の設定恩 
み ネットつ-ウ刷 i 成(が 


タイムジーン 

□一カルエリ7巧括： 
□一カルエリ7巧病2: 


(GMT+09：00) 太版、札慢、を京 

巧棉されていません 
192.168 .12 IPv6 (ち如） 


み' ] シピュ-5るヒド別■シの入力の 

@このサーバーを更新 

% 自旣弦化丸-ドバッウをち如じする (£) 

是 串が□クラムのタウシ□-ドとイシスト-ル(日 


フルコンビュー々ち： FILESV2 

ワーウヴルーブ： WORKGROUP 

m Windows サ. 


巧巧： お成されていません 

フィード J 切。- Windows エラ -幸階を無如じする 

カスウマェウスバ:リエシス向上ブ□クラムじを加しな:い 


更巧ブ□クラムのをがお語日時： なし 
更巧ブ□クラムのイシストール日時： なし 


@このサーバーの カス5マイズ 


〇 [ サーバー のれ 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [日付と時刻]タブで、[日付と時刻の変更]ボタンをクリックします。 



3. 日付と時刻を合わせて [0 K ] ボタンをクリックします。日付と時刻のプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1.7 コンピュ^夕名/ドメインを設定する 

1. [初期構成 タスク] 画面の [コンピュータ ぶとドメインの入力]をクリックします。 



@コンピュー5情ち民の提供_ m 瓜ピュー州! 


^ タィムリー>の設定恩 

タイム リーン 

(GMT+09：00) 太版、札慢、を京 


嗔 ネットつ-ウ刷 i 成(が 

□一カルエリ 7 巧括： 

□一カルエリ 7 巧病 2: 

巧棉されていません 

1の.16日.1つ. IPv6 (ち如） 


I み ] シピューを站:ド別■シ瓜入力の I 

フルコンビュー々ち： 

3 —ウヴルーブ： 

FILES V] 

WORKGROUP 


感 この サーバーを 更新 

Windows サ- 

自旣弦化丸-ドバッウをち如じする (£) 

巧巧： 

フィードバッな 

お成されていません 

Windows エラー即吉を無如じする 
カスウマエウスバ:リエシス向上ブ□クラムじを加しな:い 

是巧ブ□クラムのタウシ □- ドとイシスト-ルの 

更巧ブ D クラムのを巧植語日時： 
更巧ブ□クラムのイシストール日時: 

なし 

なし 


(gl このサーバーの カス5マイズ 



g [[ サ-バ-のれ 


山 h -- 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [変更]ボタンをクリックし、コンピュータぶ、参加するワークグループ/ドメインを指定して [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 



3. [ Windows セキュリティ]画面が表示されたら、ワークグループ/ドメイン参加に関して権限のあるユ 
ーザーぶとパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


4. 下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


工/ピュータ名/ドタイ:/名のち至 



5. な下のメッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


]：/ むータを/ドイインちのちを 


(■^1 これらのち更を遍 ffl するじは、わ枉いの]ンピュータをち居 
めする站 itf あ0ます 

再起旣する前こ、閲いている 7 アイルを f 呆巧して、すバてのプ□ヴ 
ラムを閱扣ください。 


0K 


6. [閉じる]ボタンをクリックしてシステムのプロパティ画面を閉じます。 K 下の画面が表示されたら、 
[今すぐ再起動する]ボタンをクリックして iStorage NS を再起動します。 


Microsoft Windows 


ぶらのちをを是巧するには工/ピュータを再起めする*串がありま 


胃！ るフパルをがて 祖 て、 ブ □ヴラム 村 


f 号 WS お聞号る脚…. 1 诸で再起旣する (U J 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.2 iStorage NS のリモート管理 

iStorage NS では、システム管理者がネットワークを経由してログオンし、ユーザー作成や共有などの設定 
を行うことができます。下の接続ホ法により 、 iStorage NS にリモートログオンできます。 

• リモートデスクトップによる接続 

- Windows OS でブラウザ （RDP Web サイト）による接続 
- Windows 0 S な外でブラウザ （ RDPWeb サイト）による接続 


それぞれの接続ホ法について説明します。 

1.2.1 リモ^トデスクトップでの接続 

システム管理者は、リモートデスクトップ接続を使用して、 Windows ベースのコンピュータから iStorage 
NS を管理することができます。 K 下に、リモートデスクトップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管理 PC で[スタート]一[ファイル《を指定して実行]を選択し、[《前]欄に " mstsc " と入力して 
[0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. [コンピュータ] に、接続する iStorage NS のコンピュータぶまたは IP アドレスを入力して[接続]ボ 
タンをクリックします。 



3. 管理者権限のあるアカウントのユーザーぶとパスワードでログオンします。 

4. ログオン後、[管理者 メニュー] と[サーバー マネージャ] が起動します。 






【注意】リモートデスクトップで iStorage NS にログオンできるのは、管理者権限を持つユー 
ザーのみです。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 


V . 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.2.2 ブラウザ （ RDPWeb サイト）での接続 

1 .2.2.1 クライアント側の RDPWeb サイト設定手順 


システム管理者は、管理 PC からブラウザを使用して 、 iStorage NS をリモート管理することができます。 
クライアントの設定として、 Windows による設定手順と UNIX による設定手順があります。 



1.2.2.1.1. Windows クライアントでの RDPWeb サイト設定 

Windows からブラウザを使用して 、 iStorage NS を実行しているサーバーをリモート管理する場合、 
Internet Explorer で ActiveX コンポーネントの使用を有劾にする必要があります。 


[Internet Explorer で ActiveX コンポーネントの使用を有劾にするに间 


1 . I nternet Explorer を開きます。 


2. [ツール] メニューの [インターネットオプション] をクリックします。 

3. [セキュリティ] タブの[信頼済み サイト] を選択し、[レベルの カスタマイズ] をクリックします。 

4. [設对で[スクリプトを実行しても安全だとマークされていない ActiveX コントロールの初期化とス 
クリプトの実行]までスクロールし、時効にする]または[ダイアログを表示する]のいずれかをクリ 
ックします。 

5. [0 K ] をクリックし、セキュリティポリシーの変更を保存します。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.2.2.1.2. UNIX クライアントでの RDPWeb サイト設定 

Windows Server リモート管理アプレットを使用すると、 Microsoft な外のコンピュータから iStorage NS 

をリモート管理できます。このアプレットは、クライアントコンピュータ上のブラウザで実行されます。 
次のブラウザに対応しています。 

• Firefox バージョン 1.0.6 (な降） 

• Mozilla バージョン 1.7.11 (な降） 

Windows Server リモート管理アプレットは 、 Java 2 Runtime Environment バージョン 1.4.2 を実行して 
いるクライアントでサポートされます。クライアントのコンピュータでは、次のオペレーティングシステ 
ムが実行されている必要があります。 

• Red Hat Enterprise Linux 3 WS 

• Red Hat Enterprise Linux 4 WS 

• SuSE Linux Enterprise Server 9 

• SuSE Linux Enterprise Server 10 

ブラウザを使用して接続を確立できます 。 Windows Server リモート管理アプレットでは、サウンドのリ 
ダイレクト、プリンタやポートのリダイレクト、およびアプリケーションの自動的な起動はサポートされ 
ていません。 


1 .2.2.2 ブラウザでの接続手順 

ここでは 、 iStorage NS へのブラウザでの接続手順について説明します。 

1. 管理 PC でブラウザを開きます。 

2. iStorage NS のネットワーク《またはネットワーク IP アドレスを入力し、末尾に "/ desktop " をつ 
けます。（例えば、 http :// myStorageServer / desktop ) 

3. [リモート管理デスクトップ]で、システム管理者アカウント情報を入力します。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.3 管理者メニュー 

iStorage NS では、設定や運用時に管理者メニューを使用します。 

1.3.1 管理者メニュ -- の起動 

管理者メニューは、リモートデスクトップ等で iStorage NS にログオンすると自動起動します。また、デ 
イスプレイ、キーボード、マウスを接続してログオンしても同様です。自動起動しなかった場合や画面を 
閉じた後に再度起動させる場合は、デスクトップ上のショートカットアイコンをダブルクリックしてくだ 
さい。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1-4 ディスクの管理 

ディスクの管理では、 パーティションと ボリュームの作成、それらのフォーマット、ドライブ文字の割 
り当てなど、ディスクに関連した基本的なタスクを実行できるだけでなく、フォールトトレラントなボリ 
ュームの作成と修復など、高度な作業も実行できます。ここでは、ボリュームの作成方法を説明しますが、 
その他の機能の操作方法はオンラインヘルプをご参照ください。 


1.4.1 ボリュ'ームの作成 

1. 管理者 メニューの[ディスクの 管理]をクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


2. 未割り当て領域を右クリックし、[新しいシンプルボリューム]をクリックします。 



3. ウイザードが起動したら、[次へ]ボタンをクリックします。 

4. 作成するボリュームのサイズを指をし、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


5. ドライブ文字を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 



6. フォ^ーマットの有無を指定して [次へ] ボタンをクリックします。作成するボリュ^ームでシャドウコ 
ピーを設定し、デフラグを実行する場合は、 [アロケーション ユニット サイズ] を 16 K な 上に設定し、 
[次へ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


7. 設定内容が正しいことを確認し、院了]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1-5 ユーザー/グループ管理 

iStorage NS をワークグループでご使用の場合、下の手順でローカルユーザーとグループを設定してくだ 
さい 。 iStorage NS をドメインに参加させ、メンバサーバーとして使用する場合は、ローカルユーザーやグ 
ループを設定する必要はありません。 

1 .5.1 口 -- カルユ -- ザ"-の作成 

1. 管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 



2. [ユーザー] を右クリックし、[新しい ユーザー] をクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


3. ユーザーぶ 等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 


新しいユーサー 


ユ-ザ-を(曲 
7ルネームの： 
i が月(扭： 


It-yamada 


|t-yamada 


I お務部:〇バ I 


パスつード(助 P 

バスつ-ドの植5入力脚 ： R 


(7 ユーザーは诚回□クオシ時にパスロードの変更が也取邮 
厂ユーザーはパスロードを蛮軍できない域 
厂？ちぶ日-ドを竭期限にする® 
r ァカウ:4をお細こす抛 


ヘルプ(げ 



閑!:■る(の 


その後、作成したユーザーのプロパティを開き、所属するグループ等必要に応じて設定してください。 

f ^ ^ 

【注意】.パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポ 
リシーに合わせて適宜変更してください。 

- パスワードの义字数は6文字上である必要があります。また、パスワードには、 

英大文字、英小文字、数字、アルファべットな外の文字の4つの種類のうち3つ 
の種類が使用されていなければなりません。 

V J 
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iStorage NS の運用設定を行う 


クライアントからユーザーパスワードを変更するには、下の手順で行います。 

1. クライアント PC で、に trI + Alt + Del ] を押下します。 

2. [パスワードの 変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を基に入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 


項目ぶ 

入力内容 

ユーザーぶ 

パスワードを変更するューザーぶ 

ログオン先 

iStorage NS の コンピュータぶ※ 

古いパスワ'ード 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


※コンピュータ ぶはキーボードより入力してください。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1 .5.2 口 -- カルグル--プの作成 

1. 管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 


厨をまをゴニュー 


3 


括巧 感 


Windows Update 

更祈ブロヴラムをインスト ー ルできます。 

ブ□ヴラムと榜迪 

ブ□ヴラムを管理できます。 

□一カルユーザーとヴルーブ I 

ユーザーとヴルーブを菅巧できます。 

ヴー ビス 

ウービスを菅理できます。 

タスクスクゾューラ 

なスクのスクジュールを菅巧できます。 

タットワーク括続 

本ッのークを管理できます。 

日付と時刻 

日かと時别を記をできます。 

Windows つァイアウォーん 

7アイアウォールを管理できます。 

iZ キュリティが巧化された W indows ファイ 

アウォール 

7アイアウ3—ルの詳細な管巧ができます。 

ローカル t キュリティボリ シー 

1 Z 丰ュリティポリシーを管理できます。 

ESMPRO/ServerAeent 

ヴーパー 盲巧の通報監視を設定できます。 


2. [グループ] を右クリックし、[新しいグ ルース をクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


3. グループ名、説明を入力し、帷綱ボタンをクリックします。 



4. [ユーザーの選択]画面が表示されるので、[選択するオブジェクトぶを入力してください]の欄に 
追加するユーザーを入力して[ぶ前の確認]をクリックします。 

確認されたら [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設定を行う 


5. [所属するメンバ]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作成]ボタンをクリック 
します。 



6. [閉じる]ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 

その後、作成したグループのプロパティを開き、必要に応じて設定してください。 
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